


 

・毒物劇物管理簿の電子化による在庫等の遠隔管理 
・通信回線等を利用した遠隔通信 
 
また、毒物劇物取扱責任者については、その業務を円滑に遂行できるよう、常時、当該

製造所等に勤務できる者を指名することとしていますが、従来、毒物劇物取扱責任者の常
駐義務は課しておりませんので、デジタル技術の活用等により、在宅勤務等を行うことは
可能です。 
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